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災害に強い地域を目指し協定締結

　

２
０
１
７
年
に
発
足
し
た
茨
城
Ｄ
М
А
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
は
、医
師
２
人
、

看
護
師
４
人
、
事
務
調
整
員
２
人
の
計
８
人
、
２
チ
ー
ム
編
成
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
11

月
に
は
結
城
市
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
地
域
で
の
地
震
を
想
定
し
た
災
害
医
療
訓
練
を

披
露
。
自
衛
隊
の
輸
送
ヘ
リ
を
使
っ
た
訓
練
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
積
極
的
に

各
種
訓
練
に
参
加
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
、
城
西
病
院
は
茨
城
県
か
ら
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、

茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
医
師
１
人
、
看
護
師
２
人
、
事

務
調
整
員
１
人
の
４
人
１
チ
ー
ム
で
の
活
動
で

し
た
が
、
そ
の
後
隊
員
が
８
人
に
増
え
、
内
科

系
、
外
科
系
の
２
チ
ー
ム
で
の
活
動
が
行
え
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
26
日
に
結
城
市
の
防
災
訓
練
に
初

参
加
。
消
防
や
警
察
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

救
助
犬
な
ど
関
係
機
関
が
一
堂
に
集
ま
り
、
本

番
さ
な
が
ら
の
真
剣
さ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
（
城
西
病

院
急
変
対
応
チ
ー
ム
）
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

結
城
市
で
震
度
６
の
直
下
型
地
震
が
発
生
と

想
定
。
家
屋
倒
壊
や
交
通
事
故
な
ど
で
負
傷
者

が
出
た
と
の
設
定
で
、
救
護
所
を
設
置
し
て
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
近
所
の
人
や

子
ど
も
た
ち
も
大

勢
駆
け
付
け
て
、

救
助
訓
練
の
様
子

や
救
護
所
で
被
災

者
を
ケ
ア
す
る
様

子
、
重
傷
者
を
搬

送
す
る
様
子
な
ど

を
真
剣
に
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

県
外
で
の
訓
練
は
、
２
月
10
日
に
行
わ
れ
た

関
東
１
都
６
県
が
参
加
し
、
栃
木
県
で
行
わ
れ

た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
に
初
参
加
し

ま
し
た
。
那
須
岳
噴
火
や
宇
都
宮
の
直
下
型
地

震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
。
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
栃
木
県
西
部
を
統
括

す
る
災
害
拠
点
病
院
の
芳
賀
日
赤
病
院
に
駆
け

付
け
た
後
、
エ
リ
ア
内
の
病
院
サ
ポ
ー
ト
や
芳

賀
日
赤
病
院
で
の
初
期
診
療
（
Ｅ
Ｒ
）
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
百
里
基
地
（
茨
城
空
港
）
で
は
９
月

27
日
、
旅
客
機
が
着
陸
後
に
出
火
、
炎
上
と
い

う
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
茨
城
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
７
人
が
参
加
し
、
現
地
到
着
後
に
被
災

者
収
容
所
や
指
揮
所
に
配
置
さ
れ
、
県
内
各
地

本番さながらの迫力で行われた結城市総合防災訓練

か
ら
集
ま
っ
た
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
情
報
収
集
や

傷
病
者
の
再
ト
リ
ア
ー
ジ
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
で
は
、
災
害
の
起
き
た
地
域

で
の
医
療
機
関
の
活
動
が
停
止
し
、
被
災
者
を

自
衛
隊
の
ヘ
リ
な
ど
で
緊
急
搬
送
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
２
月
19
日
に
群
馬
県
の

陸
上
自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地
で
広
域
医
療
搬
送

実
地
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
自
衛
隊
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ
47

を
実
際
に
使
い
、
被
災
者
の
搬
送
や
ヘ
リ
内
で

百
里
基
地
で
の
航
空
機
事
故
を
想
定
し
た
訓
練

の
被
災
者
の
治
療
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
鹿

嶋
市
の
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
を

会
場
に
８
月
11
日
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
の
総
合

防
災
訓
練
に
も
初
参

加
。
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
わ
き
に
設
置

さ
れ
た
応
急
テ
ン
ト

で
、
ス
タ
ジ
ア
ム
崩

壊
に
よ
り
被
災
し
た

と
い
う
想
定
で
傷
病

者
の
対
応
に
当
た
り

ま
し
た
。

急変対応勉強会
救命の連鎖・切れ目ない対応

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
城
西
病
院
、
社
会
福
祉
法
人

「
達
生
堂
」
の
グ
ル
ー
プ
全
職
員
を
対
象
に

し
た
「
急
変
対
応
勉
強
会
」
が
６
月
か
ら
数

回
、
開
か
れ
ま
し
た
。
結
城
消
防
署
の
救
命

救
急
士
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
招
き
、
新
入
職

員
を
中
心
に
実
施
。
心
肺
停
止
状
態
の
急
変

者
が
出
た
時
に
は
、
反
応
の
確
認
、
通
報
、

心
肺
蘇
生
を
医
師
な
ど
が
来
る
ま
で
切
れ
目

な
く
行
う
「
救
命
の
連
鎖
」
の
大
切
さ
を
実

習
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
達
生
堂
グ
ル
ー

プ
で
は
、
全
職
員
が
緊
急
事
態
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
勉
強
会
を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

　

達
生
堂
グ
ル
ー
プ
の
公
益
財
団
法
人

「
茨
城
国
際
親
善
厚
生
財
団
（
Ⅰ
Ⅰ
Ｆ

Ｆ
）」
と
城
西
病
院
、
社
会
福
祉
法
人

「
達
生
堂
」は
７
月
28
日
、地
元
の
逆
井
、

上
の
宮
、
上
海
道
、
五
助
の
４
自
治
体

と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
対
応
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
地
震
や
大
洪
水
な

ど
の
大
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
病
院

や
社
会
福
祉
法
人
は
地
域
の
高
齢
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
自
治
会
は
被
災

者
が
押
し
寄
せ
る
病
院
な
ど
に
人
を
派

遣
し
、
病
院
や
施
設
の
災
害
時
運
営
や

被
災
者
の
安
全
確
保
な
ど
の
手
助
け
を

し
て
い
く
と
い
う
内
容
で
す
。

　

５
年
前
に
介
護
老
人
保
健
施
設
「
す

ば
る
」
と
上
の
宮
自
治
会
が
協
定
を
結

ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
災
害
時
に
よ
り

協
力
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
グ

ル
ー
プ
全
体
と
地
域
の
４
自
治
体
に
協
定
を
広

げ
ま
し
た
。
協
定
で
は
訓
練
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
救
護
所
設
置

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
結
城
市
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
救
護
所
を
設
置
し
て
き
ま
し

た
。
夏
の
盆
踊
り
や
「
祭
り
ゆ
う
き
」
な
ど
、

市
内
外
の
人
た
ち
が
大
勢
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

救
護
所
を
設
置
。「
す
り
傷
を
し
た
」
と
い
う

人
た
ち
や
「
気
分
が
悪
く
な
っ
た
」
と
い
う
人

た
ち
が
頼
っ
て

来
ま
し
た
。「
祭

り
ゆ
う
き
」
で

は
、
気
分
が
悪

く
な
っ
て
動
け

な
く
な
っ
た
と

い
う
人
を
２
日

間
で
２
人
、
救

急
車
な
ど
で
城

西
病
院
に
搬
送

し
ま
し
た
。

Ｄ
М
А
Ｔ
が
２ 

体
制
で
始
動

チーム

大
型
輸
送
ヘ
リ
を

使
っ
た
訓
練
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日タイの絆深める高校生交流

タイ教育省が茨城視察

　結城市とタイ・メーサイ市の姉妹都市締結を記念し、

IIFF が行っている高校生の教育交流事業は、今年で６年目

を迎えました。４月にはメーサイ校とパヤオピタヤコム校

の生徒２人が約１カ月間にわたって日本の高校生活を体

験。結城一高、結城二高、鬼怒商業の先生３人と生徒４人

は夏休みを使い、タイの高校生と交流を深め、友情の絆を

深めてきました。

　

４
月
５
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
タ
イ
の

メ
ー
サ
イ
校
と
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム
校
の
高
校

２
年
生
４
人
が
来
日
し
ま
し
た
。
メ
ー
サ
イ
校

の
生
徒
、
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ
さ
ん
と
ミ
ー
さ
ん
は

結
城
一
高
と
結
城
二
高
、
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム

校
の
生
徒
、
ポ
ッ
プ
さ
ん
と
バ
ッ
ト
さ
ん
は
鬼

怒
商
業
で
１
カ
月
間
の
日
本
の
高
校
生
活
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
は
、
両
校
の
教
師

４
人
も
来
日
。
結
城
市
内
の
３
校
と
交
流
す
る

と
と
も
に
、
教
育
施
設
や
つ
く
ば
市
の
研
究
施

設
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
日
本
の
高
校
生
活
に
す
っ
か

り
溶
け
込
み
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
と
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

結
城
紬
織
り
や
日
本
食
の
調
理
体
験
、
陶
芸
な

ど
の
特
別
活
動
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
し

て
、
日
本
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
と
の
絆
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　

４
人
は
「
日
本
の
人
た
ち
は
と
て
も
親
切

だ
っ
た
。
日
本
語
の
教
師
に
な
り
た
い
」「
ま

た
日
本
に
来
て
、
日
本
で
働
い
て
み
た
い
」
な

ど
、
将
来
の
夢
を
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

日
本
か
ら
は
８
月
２
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
結
城
一
、
結
城
二
、
鬼

怒
商
の
高
校
３
校
の
校
長
ら
教
師
３
人
と
生
徒
４
人
が
タ
イ
を
訪
問
し
ま

し
た
。
７
人
は
、
メ
ー
サ
イ
市
役
所
や
メ
ー
サ
イ
病
院
、
メ
ー
サ
イ
校
、

そ
し
て
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム
校
を
訪
問
。
麻
薬
撲
滅
運
動
と
し
て
活
動
し

て
い
る
ド
イ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
６
月
23
日
に
サ
ッ
カ
ー
少
年
ら
13
人
が

行
方
不
明
と
な
り
、
18
日
後
に
無
事
救
出
さ
れ
た
ル
ア
ン
洞
窟
に
も
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
13
人
の
う
ち
６
人
は
メ
ー
サ
イ
校
の
少
年
で
、
一
行
は
学

校
で
こ
の
６
人
の
少
年
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
日
タ
イ
の
教
育
や
施
設
の
違
い
を
実
際
に
体
験
し
、「
将

来
、
海
外
で
活
動
し
た
い
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ル
ア
ン
洞
窟
を
訪
れ
た
一

行
は
、
救
出
さ
れ
た
少
年

た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
記
念
撮
影
。

　

タ
イ
教
育
省
の
ア
ウ
サ
ネ
・
タ

ノ
サ
ワ
ン
基
礎
教
育
委
員
会
事
務

局
長
代
理
ら
教
育
省
幹
部
10
人
が
９
月
19
日
に

来
日
し
、
結
城
市
や
つ
く
ば
市
の
教
育
施
設
や

研
究
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、
タ
イ
教
育
省
が
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の

行
っ
て
い
る
日
タ
イ
教
育
交
流
に
強
い
関
心
を

持
ち
、
幹
部
職
員
を
派
遣
し
た
も
の
で
す
。

　

結
城
市
で
は
、
高
校
生
の
交
流
拠
点
と
な
っ

て
い
る
結
城
一
、
結
城
二
、
鬼
怒
商
の
高
校
で

意
見
を
交
換
。
つ
く
ば
市
で
は
並
木
中
等
教
育

学
校
や
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア
つ
く
ば
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、
つ
く
ば
国
際
会

議
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

日本食づくりや結城紬の織にもチャレンジ

タ
イ
か
ら
高
校
生
４
人
が
短
期
留
学

日
本
か
ら
も
高
校
生
ら
７
人
が
タ
イ
訪
問

タイで日本語の授業をしたり、大規模学食で食も体験
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外国人の介護職技能実習生の受け入れを始めます タイ陶芸家、研究生として来日
　

タ
イ
・
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
の
陶
芸
家
、
テ
ィ
ッ
パ
ワ

ン
・
ド
ゥ
ア
ン
ド
ク
ム
ン
（
通
称
・
ユ
ウ
）
さ
ん
は
、
笠
間
市

の
茨
城
県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校
に
研
究
生
と
し
て
入
学
、
１
年

間
に
わ
た
っ
て
陶
芸
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
で
は
、
麻
薬
撲
滅
運
動
と
し
て

コ
ー
ヒ
ー
や
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
生
産
し
、
少
数
民
族

に
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
麻
薬
地
帯
だ
っ
た
ゴ
ー
ル

デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
か
ら
麻
薬
を
撲
滅
す
る
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
陶
芸
も
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
生
産
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

の
仲
立
ち
で
、
陶
芸
の
産
地
、
笠
間
市
と
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン

財
団
は
「
陶
芸
の
協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

笠
間
市
か
ら
は
２
０
１
６
年
に
陶
芸
家
２
人
を
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
に
派
遣
し
、
陶
芸
の
指
導
を
し
ま
し
た
。
指
導
を

受
け
、
同
財
団
の
陶
芸
家
が
作
品
を
制
作
、
２
０
１
６
、
17
年

に
笠
間
市
の
か
さ
ま
芸
術
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
陶
炎
祭

（
ひ
ま
つ
り
）」
に
作
品
を
出
品
。
日
本
と
タ
イ
の
文
化
が
融
合

し
た
陶
芸
作
品
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
今
回
、
さ

ら
に
作
品
の
作
家
性
を
高
め
る
た
め
に
ユ
ウ
さ
ん
を
研
究
生
と

し
て
派
遣
、
約
１
年
間
に
わ
た
っ
て
陶
芸
の
基
礎
か
ら
作
品
作

り
ま
で
を
学
ん
で
い
ま
す
。　

　

外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
、

開
発
途
上
地
域
の
外
国
人
を
実

習
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
こ

で
培
わ
れ
た
技
術
や
知
識
を
生

か
し
て
母
国
の
発
展
を
担
う
人

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
制
度
で

す
。
平
成
29
年
に
外
国
人
技
能

実
習
制
度
の
対
象
職
種
の
中
に

介
護
職
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、
今
後
介
護
分

野
の
需
要
が
急
拡
大
さ
れ
る
と

予
測
さ
れ
る
中
国
、
タ
イ
の
人

た
ち
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
平

成
27
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
平

成
30
年
３
月
に
介
護
職
の
外
国

人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
許
可
を
取
得
し
、
実
習

生
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

中
国
と
タ
イ
は
と
も
に
、
家
庭
で
高
齢
者
の

介
護
を
行
う
の
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、

中
国
や
タ
イ
で
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
っ

て
家
庭
で
高
齢
者
の
介
護
を
行
う
こ
と
が
困
難

と
な
り
、
介
護
施
設
の
需
要
が
急
速
に
増
え
て

き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
こ
う
し
た
背
景
か

ら
、
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
と
し
て
培
っ
て
き
た
医

療
・
福
祉
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
中
国
と
タ

イ
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
準
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

送 出 し 国

送出し機関

③応募・選考・決定

日 本

茨城国際親善厚生財団
Ibaraki International Friendship and Welfare Foundation

外国人技能実習機構

⑥申請（団体・実習計画）
⑦団体許可・実習計画認定

地
方
入
国
管
理
局

⑨入国許可
⑧申請

①契約

受入企業 受入企業
実習実施者

⑩入国
②申し込み

④雇用契約
技能実習生

⑪技能実習開始
⑫指導・支援

⑤実習計画作成・申請

公益財団法人

技
能
実
習
1
号

技
能
実
習
2
号

技
能
実
習
3
号

基礎級
実技試験及び

学科試験の

受験が必須

3級
実技試験の

受験が必須

2級
実技試験の

受験が必須

１年目

5年目

4年目

2年目

3年目

実
習

実
習

実
習

講
習

□ 入国

・入国後講習 ・実習開始

□ 在留資格の変更又は取得

対象職種
送出国のニーズがあり、公的な
技能評価制度が整備されている職種

対象者
所定の技能評価試験(技能検定基礎級相当)
の学科試験及び実技試験に合格した者

□ 一旦帰国（１か月以上）

□ 在留資格の変更又は取得

対象職種
技能実習２号以降対象職種と同一

対象者
所定の技能評価試験(技能検定３級相当)
の実技試験に合格した者

監理団体及び実習実施者
一定の明確な条件を充たし、
優良であることが認められるもの

□ 帰国

　

平
成
27
年
に
中
国
の
送
り
出
し
機
関
か
ら
職

員
１
人
を
受
け
入
れ
、
日
本
の
介
護
現
場
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
は
送
り
出
し

機
関
の
職
員
２
人
と
中
国
の
看
護
学
生
１
人
を

受
け
入
れ
て
、
現
地
視
察
を
実
施
。
今
年
度
中

に
は
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
つ
な
が
り
深
い
タ
イ
で
は
、
タ

イ
北
部
の
メ
ー
サ
イ
市
を
中
心
と
し
た
実
習
生

の
送
り
出
し
機
関
の
検
討
を
進
め
、
タ
イ
か
ら

も
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

中
国
の
技

能
実
習
生
教

育
機
関
、
西

安
市
新
世
紀

境
外
就
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
通
訳
、
張ち

ょ
う
　
せ
い
い

婧
懿
さ
ん
は
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
同
セ
ン
タ
ー
の
連
携

を
図
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
実
習
生
受

け
入
れ
の
た
め
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
職
員

と
し
て
勤
務
。
中
国
で
は
高
齢
者

の
孤
独
死
が
社
会
問
題
化
し
、
介

護
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
で
は
、
陶
芸
の
商
品
開
発
や
製
作
に

７
人
の
チ
ー
ム
で
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
７
人
は
分
業
で
制
作
に

携
わ
り
、ユ
ウ
さ
ん
は
絵
付
け
や
釉
薬
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
自

然
が
好
き
で
、
ド
イ
ト
ン
の
自
然
を
作
品
に
生
か
し
た
い
」
と
ユ

ウ
さ
ん
は
、
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
の
殻
を
釉
薬
に
し
て
作
品
制
作

を
試
み
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
品
に
生
か
す
ま
で
に
は
至
ら

ず
、笠
間
焼
の
作
家
の
助
言
を
得
て
、開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。「
マ

カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
の
釉
薬
に
は
、
多
様
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

笠
間
焼
の
作
家
に
教
え
て
も
ら
っ
た
」
と
、
陶
芸
大
学
で
も
釉
薬

の
開
発
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ろ
く
ろ
を
使
っ
た
形
作
り
も
学
ん

で
い
る
ユ
ウ
さ
ん
。「
日
本
の
四
季
は
美
し
く
、
特
に
秋
の
紅
葉

は
素
晴
ら
し
い
。
ド
イ
ト
ン
と
日
本
の
自
然
を
融
合
さ
せ
た
作
品

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

笠
間
市
は
来
年
１
月
、
飯
沼
耕
市
さ
ん
と
長
嶺
憲
幸
さ
ん
の
笠
間
焼

陶
芸
家
２
人
を
陶
芸
の
指
導
者
と
し
て
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
に

派
遣
し
ま
す
。
11
月
９
日
に
は
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

ク
ン
イ
ン
妃
殿
下
と
陶
芸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
２
人
が
陶
芸
大

学
校
を
訪
問
。
金
子
賢
治
大
学
校
長
と
笠
間
市
、
陶
芸
家
な
ど
と
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ン
イ
ン
妃
殿
下
か
ら
「
笠
間
の
陶
芸
家
か

ら
学
び
、
７
人
の
グ
ル
ー
プ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
、
作
品
制
作
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

メーファールワン財団の陶芸家、ユウさん

日本で研究しているテストピースや焼物

研修の流れ 受け入れの流れ
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IIFF
目的　この法人は、災害時における茨城県内の緊急医療福祉

支援体制の強化や県内の国際支援団体の育成、県内在住の児

童・青少年の健全な育成と国際理解の促進を図る事業を行う

ことにより、災害に強い地域づくりや、多様性のある活力に

あふれた地域社会の創造に寄与することを目的とする。

公益財団法人
茨城国際親善厚生財団

茨城県結城市結城 10745-24　城西病院内
℡ Fax  0296-32-8288　e-mail  :  jiff@josai-hp.com
HP  http://josai-hp.com/iiff/iiff_top.html

表紙の言葉

総
領
事
が
IIFF
視
察

獨協医科大生が国際支援学習

崩壊した医療の立て直し
　

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
で
神
奈
川
県
藤
沢
市
民
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の
阿
南
英
明

氏
を
招
い
た
講
演
会
が
５
月
23
日
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
「
茶
釜
の

湯
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

阿
南
氏
は
東
日
本
大
震
災
の
時
に

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
本
部
に
入
っ

た
後
、
岩
手
県
の
大
船
渡
や
陸
前
高

田
で
救
援
活
動
を
展
開
。
熊
本
地
震

の
時
に
は
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
で

本
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

大
災
害
時
に
活
動
し
た
豊
富
な
経

験
か
ら
、『
災
害
時
に
医
療
を
守
る

た
め
、
私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
。「
大
災
害
時
に
は

通
信
が
途
絶
え
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
や
っ
と
通
じ
て
も
病
院
に
は
大
勢
の

被
災
者
が
押
し
か
け
病
院
が
パ
ン
ク
す
る
」
と

被
災
地
の
状
況
を
交
え
な
が
ら
解
説
。
そ
し
て

「
病
院
に
は
医
療
と
生
活
の
機
能
が
大
切
」
と

語
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
や
常
備
薬
の

不
足
な
ど
の
例
を
挙
げ
「
大
災
害
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、災
害
に
よ
る
間
接
死
亡
が
増
え
、

そ
の
対
策
が
必
要
と
な
る
」
と
説
明
。「
災

害
時
の
医
療
は
崩
壊
し
た
医
療
体
制
の
立

て
直
し
が
重

要
。
災
害
時

に
は
日
常
的

医
療
を
継
続

す
る
こ
と
を

考
え
る
こ
と

が
必
要
」
と

強
調
し
ま
し

た
。

　

タ
イ
の
在
チ
ェ
ン
マ
イ
日
本
国
総
領
事
館

の
川
田
一
徳
総
領
事
が
４
月
11
日
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

を
訪
問
し
て
活
動
内
容
な
ど
視
察
。
達
生
堂

グ
ル
ー
プ
の
城
西
病
院
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
「
茶
釜
の
湯
」
な
ど
を
見
学
し
、
結
城
市

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
昨
年
11
月
、
日
タ
イ
修
好

１
３
０
周
年

を
記
念
す
る

と
と
も
に
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と

タ
イ
・
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ

ン
財
団
友
好

15
周
年
、
城

西
病
院
と

メ
ー
サ
イ
病

院
の
友
好
13
周
年
、
結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市
の

姉
妹
都
市
締
結
５
周
年
を
記
念
し
て
メ
ー
サ
イ

市
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
川
田
総
領
事
も

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
達
生
堂
グ
ル
ー
プ

や
結
城
市
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
、
今
回
の
視

察
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

獨
協
医
科
大
学
医
学
部
国
際
協
力
支
援
セ
ン

タ
ー
（
大
平
修
二
セ
ン
タ
ー
長
）
の
学
生
８
人

が
６
月
13
日
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
を
訪
れ
国
際
医
療
支

援
や
国
際
交
流
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
学
生

は
、
公
衆
衛
生
学
実
習
の
中
で
国
際
保

健
を
選
択
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
行
っ
て
き
た

難
民
支
援
や
国
際
交
流
の
様
子
な
ど
を

テ
ー
マ
に
学
習

し
、学
生
は「
紛

争
な
ど
の
状
況

を
詳
し
く
聴
く

こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
満
面
の
笑
顔
で

ポ
ー
ズ
を
と
る
子
ど
も
た
ち
。
高
校
生

の
日
タ
イ
交
流
で
、
結
城
市
の
高
校

生
が
タ
イ
に
行
っ
た
と
き
、
タ
イ
の

高
校
生
と
一
緒
に
撮
っ
た
記
念
写
真
で

す
。
こ
の
子
た
ち
の
笑
顔
は
、
国
境
や

生
ま
れ
た
環
境
を
超
え
、
こ
の
フ
レ
ー

ム
の
中
に
一
体
と
な
っ
て
写
っ
て
い
ま

す
。
地
球
上
で
は
戦
争
や
紛
争
が
ど
こ

か
で
起
き
て
い

ま
す
。
こ
の
万

国
共
通
の
笑
顔

が
、
戦
争
や
紛

争
を
な
く
し
て

く
れ
れ
ば
…
。

DMAT 講演会


